


























































牛堀村の成立についても理解してい くことがで きるのではないかと思われるρ 永山村の寛永検地では






記 して お こう。
常陸南部の行方郡では平氏大塚氏の系譜をひく土豪層が各地に城を構え勢力を競っていたが,永 山
村周辺では北側隣村富田村に富 田氏が,南 側では牛堀村をはさんで島崎村に島崎氏がそれぞれ台地上
.に城を構 え,永11村においても村内北東部城山 と称 される地に永山城があった。永山城は大永2年
島崎城の主島崎利幹によって攻め落とされ,城 主長ll」幹綱は自害 し,子政幹は佐竹義篤のもとに逃れ
たという。富田氏は天文5年 島崎氏に従 って玉造氏 と戦ったが戦死 し,その城は玉造宗幹の襲 うと
ころとな った。天文5年 以降永 山村は島崎氏 と玉造氏の勢力が拮抗 しあう地 となった ことが推測さ
れ る。 しか し,こ れ ら土豪層 は,天 正19年2月,豊 臣政 権 を背 景 に領国 拡大を図 った佐竹氏 に よっ
て滅ぼされた。佐竹氏は島崎氏 ・玉造氏など常陸南部の土豪層を,謀 計をもちいて彼 らを太田に招
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き,一 挙 に討滅 した と伝 え られる。・
天正19年2月,常陸南部は佐竹氏支配下に入ったが,文 禄4年8月 太閤検地終了後の知行割 にお




蕃亮則利 と常陸 ・下総の境目をめぐって牛堀前で合戦し,この合戦は 「どう打ち合戦」 と称 し伝えら
れている。
佐竹氏は慶長7年5月,秋 田移封 となる。水戸は同年11月武田信吉(15万石),慶長9年 正月徳川







ることから,文禄検地の施行は推測されるが,永 山村 とその周辺地域ではそれ らの検地帳の残存は確
認されていないようである②。
2
永山村の寛永検地帳は本田と新田の2冊 の帳からなっているが,そ の表題は 「常陸国行方郡長lll
村御検地水帳」および 「常陸国行方郡長山村新田御検地水帳」 と記さ;れている。検地の施行年月 日は
ともに寛永18年8月で,検 地役人は三野半左:右衛門 ・岡村太左:右衛門 ・矢野九郎右衛門 ・佐野七兵
衛の4名 である。本田帳の表紙は破損個所があるが,新 田帳のその同じ個所 には検地案内者 として
源之丞 ・半:右衛門 ・勘右衛門の名が記されている。牛堀村 と同時期の検地施行であ り,検地役人も同
じであるが,佐野七兵衛は水戸藩郡奉行,岡 村太左右衛門 ・矢野九郎右衛門は同 じく代官である(3}。
田畑屋敷 は混 合記載 の形 式 とな って お り,筆 数 は本田帳 が1332筆(4),新田帳が303筆か らな ってい
る。検地によって把握された本田の総耕地面積は64町7反6畝27歩で,そ の分米は612石5斗4升7
合であ る。斗代の記載 はないが,計 算 をする と田は上m13,畑 は上畑10より二 つ下 が りで,屋 敷 は
10であ る。 新田はすべて下 田で,総 耕地面積 は2町7反8畝4歩,そ の分 米25石3升2合 であ り,
斗代は9と なる。
本田帳の小字別面積を検地帳上の小字の出現順に整理すると,表1の ご とくであるが,表1に 記
した低土の合計 に よって永山村の田畑屋敷地 の割合 をみる と,田54%・ 畑33%・屋敷13%であ り,




西側では霞 ヶ浦 との間に渕上 とその洲に向かって開口する谷に展開 しているが,永 山城が位置 してい
たのは村内北方部に開口する永山村で最も大きい谷の東側台地上である。明治期の永山村耕地図(5)を
みると,村内東側谷底平野や開口部台地上に永山城があった谷および村内西側洲上の水田には,台地
の根方にそって無数の小さな田井が点在 し,用 水源 となってい る。村内西側洲上で田井 が点在するの
は台地の根に沿 って付け られた麻生 ・玉造 ・小川通 から100㍍内外 までの ところであ り,そ れより霞
ヶ浦側の水田はエンマが入 り込んだ櫛の歯状の水 田となってい る。
表1に よって永山村の水田をみ る と,水 田は31の小字 に分布 してい る。永 山村の小字 図を掲げる
と図1の ご とくであ る。小字界が明確でない部分 もあるが,寛 永検地帳の小字 の位置は うかが うこ
とができる。表1を 図1と 対照 させなが らみる と(紙 面の都合上表1の 小字番 号によって小字 を区
別 する。な お,小 字図中の小字番号は原 図の番号であ り,表1の 小字番号 と同一小字を示す もので
は ない),3・25・40・65は村 内東 側谷 底平 野上 の 小字,17・19・23・24・37・53・54・55は村 内北
側に開口す る最 も大 きな谷上お よびその閉[部 の小字,9・39は村内南側の狭小な谷 およびその開口
部 の 小字,21・26と52は 洲 に向 か って開 口 してい る二 つの 谷 内の 小字,43・44・45・46・47・48・
50・51は村 内西側の洲 上の小字 であ る。所在不 明の小字 もあ り,63のように谷底平野上なのか谷田
内の小字なのかはっき りしない小字 もあるが,以 上のように比定 される小字に よって,良 好 な上田が
展開する小字の所在をみると,上田7町4反5畝 余の71%は村内西側の洲上の小字に集中している
(50.「さい ノ宮」は 「境 ノ宮」 に比定 した)。谷 田では村内北側の最 も大 きな谷の谷頭部に18%,洲
に向かって開 口する谷 に11%があるだけである。渕上の台地寄 りに良好 田が集中 してい るのは,霞
ヶ浦から運ばれた肥沃な土壌や用排水の条件などによるのであろう。
畑地は57の小字 に分布 してい るが,畑 地は村 内台地上全体に分布 している。水 田と同 じ小字に展
開 している畑地 もあ るが,そ の畑地は台地面 と谷 田との緩斜面な どに造成 されてい る。畑地の場合,
上畑 の所在小字をみる と上畑は村内 に散在的ではあるが,一1一畑のまった くない45～51が洲.Fの小字
であることか らすれば,畑 地 は台地上のほうが良好畑の多い ことを表1は 示 している。
永山村の屋敷を明治期の永山付掛地図にみると,屋敷は散在的であるが,寛永検地帳上と同じ名称
の小字でその所在 を示す と,台 地 上では村 内北西の28・30,台地中央部 よ りやや北の16・21から
1・7・56の小 字 に比 較 的 多 くの屋 敷 があ り,台 地 西 側 の洲 上 で は43・44・46・51や47・48では麻
L
生 ・玉造 ・小川通 にそ って屋敷が並んでい る。 しか し,寛 永検地帳では屋敷地 は567筆冒か ら664筆
、目にま とめて記載 されており,か つ小字名が記 されてお らず,寛 永検地帳上の屋敷地の所在 を考察す
るこ とは不可能 である。なお,「かんや」は小字の66%は上畑だが,須 田本家(源 之丞)が 屋敷 を構
えていた 「かんや台(代)」 の畑'地は小字の74%が下畑 となっている。
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「分」 という言葉の意味 は不明だが,以 ⊥の新 田の小字の所在 を図1に み ると,新 田はすべて村内
東側堀之 内村の台地部 との間に広が る谷底平野 に展開 していた と考えられる。わずかなが ら堀之内村
にも新田があるが,寛 永検地にいた る新 田の開発は台地東側谷底平野の中央部へ向かいなが ら湿地が
開発されていった と考 えられるのであ る。 したが って,霞 ヶ浦側渕上のエンマによって仕切 られた櫛
の歯状の水田が造成されて くるのは寛永検地以降のことと理解されるが,谷 底平野 に造成された新 出
は狭小であ り,一 筆平均28歩に満 たない。なお,本 田で も一筆平均 は上 田8畝29歩,中 田8×14
90
図i. 常陸国行方郡永山村小字図
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町 レ 、 昭、、 「
艦 り 弱_'
(原図 『茨城県行方郡香澄村大字永山全図」茨城県立歴史館所蔵)




永 山村の寛永検地 帳の名請人 数 は149名で ある(G;。その名請地面積の多い順に名請人の耕地の所持
状 況 をま とめ る と,表2の ご と くであ る。表2を み ると, 149名中73名と名請人のほぼ5割 は無屋敷
名請人である。零細な耕地名請人が多いが,所持耕地面積1町5反 以上を上層,4反 以上1町5反 ま
91
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でを中層,4反 以下 を下層 として村内構成 とその割合 をみる と,上 層 は5名 で3%,中 層57名で38
%,下 層87名で59%であ り,下 層87名中64名は無屋敷であ る。 最大の耕地名請人は半右衛門で,田
畑屋敷合計3町8反8畝 余を所持している。半右衛門は寛永検地時には既述のごとく案内を勤めて
いる。他の検地案内者は源之丞 と勘右衛門であるが,源之丞の所持耕地面積は1町5反7畝 余で村
内5番 口,勘 右衛門は1町1反9畝 余で村内8番 目の耕地所持者 となっている。
新田の名請人数は97名の多 くを数えるが,新 田を最 も多 く所持するものでも彦七郎の1反4畝 余
(8筆)で,彦 七郎 の本 田の名請 地面積 は村 内121位(4畝余一2筆)で あ り,新 田は村 内有力農民に




永山村の名主ないし庄屋はというと,村内5番 目の源之丞である。源之丞(須 田家)は 上杉氏あ
るいは佐竹氏に属し,元亀 ・天正の頃牛堀墾開ののち永山村のかんや台より牛堀に移住したと伝えら
れるがω,牛堀 村は寛永期の年貢皆済 目録 ・受取類 の宛名 に 「長山村牛堀共二」(寛永6年)・ 「長 山
村之内牛堀」(寛永9年)な どと表現されるのは〔8),牛堀村の開発が源之丞の主導による永山村の人
々の開発 によったものであるこ とを反映す るものであろう。名主は源 之丞が両村を兼帯 して いるが,




内者の筆頭 とな っていることか らもうかがえる。
表2を みると名請人 として整理したものの中には,寺社や行人のほか 「御蔵屋敷」や 「ふかう地」
など名請人ではないもの も含まれてお り,そのような名請人は4反 に満たない零細な名請人に多
い。御蔵屋敷は年貢米を貯蔵する蔵であろうと推測されるが,「ふかう地」とは何なのか不明である。
しか し,そ の ような名請人 としたもの(6件)を除 いて も4反 以下層の村内に占める割合は依然多い。
永山村は漁村 としての側面をも有しているから,零細な耕地 しか所持していない者は農業のみが彼ら
の生業であったのではなかったとも思われるが,新 田をもふ くめ零細農民が広汎に検地名請人となっ
ているのは,寛永検地が零細ではあっても現実の耕作者を検地名請人 として確定 した結果 と考えるこ
とができよう。
永山村の寛永検地帳には分付記載がみられる。その筆数は12筆に過ぎないが,う ち4筆 は表2中
81.清三郎 が源之丞 を分 付主 として1反3畝20歩 の畑地 を名請けす るもの,1筆 は33.久七 が半右衛
門を分付主として6畝19歩の畑地を名請けするものとであるが,他 の7筆は屋敷地の分付記載であ
る。 その 内 容 は,25.外 記 の 屋:敷地 は 源 之 丞 を分 付 主 に,17.彦 九 郎 ・20.小:右衛11`】・59.久作 ・61.
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地所持者半右衛門の2名 のみである。 この分付関係の内容を示す史料は存在 しないが,寛 永検地か




山村の分付記載の内容 もこのようなもの として理解されよう。源之丞の分付百姓の名が外記 という官
途名であることが気になるが,4反以下の零細な耕地所持者に帯刀 ・ちからなどもいるから官途名は
必ずしも有力な農民 とは限らないということであろうか。




済目録 ・受取類の示す牛堀村の表現や伝承は牛堀村の村落 としての発展が,永 山の源之丞を主導者 と








える。 うち19名は永山村での本田の名請地面積は4反 以下層に属 しているが,19名中7名 の所持地
は牛堀村の名請地を加えると4反～1町6畝 余 となる。また,永 山村検地帳では無屋敷だが,牛堀村
に屋敷地を名請けしているもの も8名確認できる。検地帳上には同一名の名請人について出入り作
であ るこ とを示 す記載 もな く,同 一名の名請人 が同一・人であ るこ とを示す根拠はないが,源 之丞の牛
堀村における耕地の名請けは,36名を数える同一名の名請人のうちには同一人が存在することを推
測させる。水戸藩寛永検地の起請文飾書に 「隣郷境 目之儀,当 村之田畑分不残御案内可仕儀,又 余村






こ とにあった。以 上の検 討に よって,寛 永検地 におけ る永山村 の名請人数は149名の多 くを数え,最
大の耕地所持者は4町 近 くの耕地を所持するが,そ の58%は4反以下の零細な耕地所持者によって
占められていること,また,新 田検地帳の検討からは寛永検地にいたる永山村の新田開発が谷底平野
に向けられていたこと,したがってこの地域特有のエンマを櫛の歯状に付設 した洲上の新出の開発は




農民の自立という政策 と関連 しつつも,それ以外の寛永検地の 目的によるのではないかという理解を
成 り立たせた。水戸藩の寛永検地は出入り作の確認ということより村境画定を主眼にしつつ,隷属的
農民その他の現実の耕作者を検地名請人 として確定した結果と考えたのだが,こ の理解を一般化する
ためには牛堀 ・永山両村以外の村々の検討を必要 としよう。本稿では牛堀村の寛永検地帳をも検討 し
ながら牛鮒 の成立について考えゑ舜と臆 図したが魂 分轍 討を行えなカ・つた・併せて轍 の課
題 としたい。
注




(2)以上,戦 国期から寛永検地に至る当該地域の状況は,中 山信名編 「新編常陸国誌」(常陸書房復刻発行)・赤
松宗旦 「利根川図志」(岩波文庫)・千葉県史編纂審議会編 「千葉県史料」近世編下総国 上 ・「水戸市史」上巻 ・
伺 中巻(1)・「茨城県史」(通史)近 世編 ・「潮来町史」・明間 正 「牛堀町の昔ばなし」(筑波書林)な どを参
照 。
(3)高倉胤明編 「田制考証」(吉川弘文館発行r近 世地方経済史料』第8巻 所収)。
(4)後掲表1の筆数合計(1339筆)と異なるのは,1筆の記載が二つに分筆されている筆が7筆 あるためである。
(5)牛堀町役場所蔵。本耕地図には清水 ・堀之内 ・牛堀 ・富 田各村村長の名前が連記されている。牛堀町役場に
は明治7年12月の第3大 区小2区 牛堀村の同様の耕地図 もあるが,前 者の耕地図に牛堀村村長 と記された前嶋
新助が後者では旧役人 と記されている。富田村が牛堀村など3ヵ村 と同じ行政区となるのは明治5年 実施の大
区小区制の時のみであることなどからも,永 山村の耕地図は明治5年 以降7年 に至る時期に作成されたものと
考え られる。
(6)名請人には助左右衛門 ・介左右衛門 ・助左衛門 ・介左衛門,彦 左右衛門 ・彦左衛門,市 之助 ・市之介,次 郎
兵衛 ・二郎兵衛,彦 市 ・彦一などと記され,異人なのか同一人なのか判断できない名前も多いが,そ れらにつ
いては永山村の寛永検地帳の写しと照合 し,同一人と判断できるものについては同一人 とみて集計 した。その
結果上記のような22組が同一名請人と判断された。
⑦ 「須田家文書解題」(文部省史料館r史 料館所蔵史料 目録』第19集)。
(8)須田本家文書の年貢割付 ・受取額。注(3)「田制考証」にはその一部が収載されている。
⑨ 茨城県立歴史館所蔵。
⑩ 「水戸市史」中巻(1)。
①) 千葉県史編纂審議会編 「千葉県史料」中世編香取文書所収。
02)注③に同じ。
(かどまえ ・ひろゆき 文学部教授)
